
 

次期学長予定者の決定について 

 
  放送大学学長選考会議は、下記のとおり次期学長予定者を決定したのでお知らせします。 
 

 １ 学長予定者 

    氏 名  岩 永  雅 也 （６７歳） 

    現 職  放送大学副学長、教授 

    任 期  令和３年４月１日～令和７年３月３１日 

 

 ２ 選考理由 

    学長選考会議は、推薦者から提出された推薦書及び推薦理由書、学長候補者から提出された所信表明

書及び経歴書、学長候補者に対する面接の結果及び教授会の意見聴取の結果を踏まえ、「次期放送大学

長に求められる学長像」（令和２年８月２１日放送大学学長選考会議）に掲げられた放送大学の役割を

担い、これからの課題を解決する資質・能力に相応しい者であると判断し、岩永雅也氏を次期学長予定

者として決定した。 

放送大学は、開学以来３６年を経過したが、人生１００年時代を見据えたリカレント教育への期待

の高まりなど、社会状況やそのニーズの変化等を的確に捉え、厳しい財政状況にも留意しつつ、大学

教育の機会等に対する広範な国民の要請に応えていくことが求められている。 

同氏は、放送大学において教務委員長、学習センター所長、附属図書館長を歴任の上、副学長とし

て大学院教育の充実や IRの推進に先頭に立って取り組む等、放送大学の教育研究資源や管理業務に深

く精通するとともに、教育社会学を専門とし文部科学省大学設置・学校法人審議会専門委員、日本学

術振興会大学の世界展開力強化事業プログラム委員会評価部会専門委員等を歴任するなど、大学運営

について学内外に広く深い識見を有しており、必要な改革を推進する実行力が期待できる。 

我が国の遠隔高等教育の中核的機関として生涯学習、リカレント教育や教養教育も含めたミッショ

ンを、厳しい財政状況の中で実現していくために、同氏は以下の点を具体的な方策として掲げており、

学長選考会議はこれを高く評価する。 

①   数理・データサイエンス・ＡＩ関連科目の正規科目としての制作や基礎的科目としての他大学に

おける利用促進 

②   放送授業との配置比率の実証的検討等のメディア教育の研究開発 

③   コースチーム制導入等の科目制作体制の改革 



 

  

④ 学習センターの地域における生涯学習活動の核としての機能の強化 

⑤ 研究環境の整備及び大学院教育の充実強化 

⑥ IR 活動の活性化とデータによる広報活動の推進 

 

学長選考会議は、同氏が学長としてその資質・能力を十分に発揮し、大学を取り巻く急速な環

境変化や我が国の大学政策等の動向を踏まえつつ、学園全体との対話を図り教職員と協調しなが

ら優れたリーダーシップをもって大学運営及び大学改革にあたることを期待する。 

 

３ 選考の過程 

学長候補適任者の推薦  令和２年 ９月 ２日から 令和２年 ９月１６日        

    所信表明書等の提出     〃  ９月２４日から  〃  １０月 ５日 

    学長候補者の面接      〃 １０月１２日 

教授会からの意見聴取    〃 １１月１１日 

    学長予定者の選考      〃 １２月１６日 

    学長予定者の選考    令和３年 １月 ６日※学長予定者に相応しい者不在の判断 

学長候補適任者の推薦    〃  １月１２日から 令和３年 １月２５日        

    所信表明書等の提出     〃  １月２６日から   〃  ２月 ４日 

    教授会からの意見聴取    〃  ２月２４日 

    学長候補者の面接      〃  ３月１６日 

    学長予定者の決定      〃  ３月１６日 

 

４ 選考結果等の公表場所 

放送大学ホームページ（放送大学学長選考会議）  http://www.ouj.ac.jp/hp/osirase/selection 

 

令和３年３月１７日 

放送大学学園 

 

担当：奥田・安藤 

電話：043-276-5111 

FAX：043-298-4376 

総務部総務課 

お問い合わせは 

http://www.ouj.ac.jp/hp/osirase/selection


別 紙 

 
学長予定者の略歴 

 
 
最終学歴  1982（昭和 57）年５月 東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得後退学 

              2014（平成 26）年６月 博士（学術）取得（筑波大学） 

略歴  

1982（昭和 57）年６月  大阪大学人間科学部助手 

1985（昭和 60）年３月  放送教育開発センター助手 

1988（昭和 63）年４月  同助教授 

1989（平成元）年８月  放送大学助教授 

2000（平成 12）年４月  同教授（現在に至る） 

2007（平成 19）年４月  同東京足立学習センター所長（～2009（平成 21）年３月） 

2017（平成 29）年４月  同附属図書館長（～2018（平成 30）年３月） 

2018（平成 30）年４月  同副学長（現在に至る） 

 
  
 
（参考）放送大学の概要 
 

１ 学部・大学院 

   (1)教養学部教養学科（６コース） 

生活と福祉、心理と教育、社会と産業、人間と文化、情報、自然と環境 

   (2)大学院文化科学研究科文化科学専攻（修士課程、博士後期課程） 

     ・修士課程（７プログラム） 

生活健康科学、人間発達科学、臨床心理学、社会経営科学、人文学、情報学、自然環境科学 

         ・博士後期課程（６プログラム） 

生活健康科学、人間科学、社会経営科学、人文学、情報学、自然科学 

 

 ２ 入学者数・在学者数 

   (1)入学者数 47,762 人（令和２年度） 

   (2)在学者数 87,053 人（令和２年度第２学期） 

 
３ 沿 革 昭和 56 年７月 放送大学学園設立 

       昭和 58 年４月 放送大学設置 

       昭和 60 年４月 教養学部学生受入開始 

       平成 10 年１月 CS 放送による全国放送開始 

       平成 14 年４月 大学院（修士課程）学生受入開始 

       平成 15 年10月 特別な学校法人に移行 

平成 23 年10月 BS ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送による全国放送開始 

平成 24 年３月 CS 放送終了 

平成 26 年10月 大学院（博士後期課程）学生受入開始 

平成 27 年 4 月 オンライン授業配信開始 

平成 30 年10月 BS マルチチャンネル放送開始 


